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倫理委員会議事録 
 

１ 日 時：平成２７年５月２５日（月）１７:００～１８:００ 

２ 場 所：管理棟２階 第１会議室 

３ 出席者：（院内）谷口、山内、長谷川、橋本、岩崎、田中、今本、南橋、 

西園、鈴木(書記) 

      （外部）藤村、今泉 

４ 欠席者：（委任） 

５ 審議結果 

（１）「特定保健指導前後での生活習慣の質的変化がメタボリックシンドロームに及ぼす

影響について－クッキーテストにおける糖・脂質代謝およびインスリン分泌能の

変化の検討－」 

健康診断部部長 良本佳代子 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

６ 報告事項 

（１）迅速審査による承認研究 

ア 迅速審査の要件：研究計画の軽微な変更・追加 

①職場高血圧に関する調査研究 

臨床検査科部長 長門谷克之 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

②抗EGFR抗体薬パニツムマブ投与歴のあるKRAS遺伝子野生型の切除不能進行・再発大

腸癌に対する三次治療におけるパニツムマブ再投与の第Ⅱ相試験（JACCRO CC-09） 

外科部長 長谷川順一 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

③「KRAS 遺伝子野生型で化学療法未治療の治癒切除不能な進行・再発大腸癌患者に対

する一次治療における mFOLFOX6+パニツムマブ併用療法を 6 サイクル施行後の

mFOLFOX6+パニツムマブ併用療法と5-FU/LV+パニツムマブ併用療法の第Ⅱ相無作為化比

較試験」(SAPPHIRE study) 

外科部長 長谷川順一 

 ＊ 審査の結果、承認する。 

 

イ 迅速審査の要件：共同研究であって、既に主たる研究機関において倫理委員会の承

総務担当 

山内副院長 

木曜会座長 

山内副院長 

委員長 

谷口副院長 

副委員長 

山内副院長 

書記 

総務課長 
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認を受けた研究計画を他の分担研究機関が実施しようとする場合 

①Maximizing CRT Delivery by Using MultipolAr Coronary Sinus Lead FamiLy ACUITY® 

X4（多極冠状静脈洞リードファミリーであるACUITY® X4を用いたCRTの最大限の活用）   

副院長・循環器科部長 西野雅巳 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

②悪液質を伴う進行再発胃がんの化学療法に対するプロシュアの有用性に関する第Ⅱ

相試験   

外科副部長 吉川正人 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

③厚生労働省労災疾病臨床研究事業「職場における腰痛の効果的な治療法等に関する研

究」：看護師の腰痛予防～労災病院ナースプロジェクト  

治療就労両立支援センター所長 大橋 誠 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

ウ 迅速審査の要件：研究対象者に対して最小限の危険を越える危険を含まない研究計画 

①更年期の女性のストレス調査とコーピングに関する個別指導効果の検討 

治療就労両立支援センター所長 大橋 誠 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

②脊椎変性疾患の治療成績についての研究 

脊椎外科部長 奥田真也 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

③人工股関節全置換術後のフラット・テーパ―ウエッジ型ステム周囲骨密度変化の検討 

整形外科医長 塩見俊行 

 ＊ 審査の結果、承認する。 

 

エ 迅速審査の要件：学会演題登録・発表／論文投稿・掲載 

①Tuberculous Fasciitis in Polymyositis 

内科医員 長山郁恵 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

②当院におけるSauve－Kapandji法の治療成績の検討 

整形外科医員 池田幹則 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

③変形性母指ＣＭ関節症に対する鏡視下切除関節形成術の治療成績の検討 

手外科部長 恵木 丈 

＊ 審査の結果、承認する。 
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④当院における三角繊維軟骨複合体尺側損傷に対する鏡視下縫合術の治療成績の検討 

手外科部長 恵木 丈 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

⑤術前より肺塞栓を来した下大静脈腫瘍塞栓を伴う腎悪性腫瘍手術の麻酔経験 

 麻酔科医員 堀江里奈 

＊ 審査の結果、承認する。 

 

（２）臨床研究の終了報告 

「がん患者の抑うつを早期発見するためのアセスメントツールの開発」 

看護部長 田中一美 

＊ 委員長より院長あて終了報告の上、承認する。 

 

（３）平成２６年度倫理カンファレンス結果 

 ・ 平成２６年４月から平成２７年４月において、倫理的側面のある医療行為について各

現場で開催したカンファレンスの件数等について別添資料に基づき報告する。 

 

７ その他 

次回開催予定日 平成２７年７月 

 

 

 


